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（本論文要旨は第19及20回筋電図研究会総会において発表した）

内　容　抄　録

　咬筋の咬合蓮動により生ずる筋電図について観察し

た．先ず咬合力を測定するのに坂下は簡軍なスプリン

グ応用式の測定器を試作した，この測定器で測り得る

咬合力と牧縮により生ずる放電との聞には，表面電極

誘導の場合には或る程度の相関性が認められた．針電

極誘導では，特にスパイク高との間には相関的関係は

認められなかった．：又，片側咬合により他側にも牧縮

による放電を認めたが，その限界圧は咬合側圧力は

1kg以内のようである．利歯側の放電はその数が少な

かった．

緒

　近時筋電図学の発展は目覚しく，基礎医学

に，臨床医学に，將叉他科学の領域にもその応

用範囲は広まりっっある．我々も数年来筋電計

言

を備えて診療に役立たしめているが，咬筋の咬

合蓮動について少しく検するところがあったの

でここに報告する．

第1章　研究材料及び研究方法

　研究材料は健康男子6名である．

　研究方法：

　一心型針電極及び表面電極を用いて咬筋の筋引より

筋電図を誘導した．波形の観察にはブラウン管オッシ

ロスコープを，記録には圭として電磁型オッシロスコ

ープを用いた．

咬合の圧力を測定するのに，坂下の考按作製したス

プリング応用式の図1の如きものを使用した．スプリ

ングにより瞬闇々・々の圧力が目盛に現われる．

第2章研究成績
1．表面電極誘導

咬合力とスパイク高及び放電闇隔との聞には

或程度の相関的関係が認められる．第2図a，b

及び第3図a，bがそれをよく示している．　a
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は左側で咬合し，左側咬筋から誘導したもの，

bは同じく右側のものである．同側咬合の場合

掌さが増すと干渉波Inter色rence　va】tageとな

るので放電管隔の計測は不可能になる．図中時

標は25msである．

　ここには代表2例を挙げたに止めたが，全例

において同様の傾向が認められた．而して次

に，左右（a，b）を比較すると右側（b）が放電

の数が少ないことが目に止まる．スパイク高，

放電問隔等割セこ左側よりノ」・さい．

　次に一側で咬合せしめて他側より誘導した筋

電図を見ると，各図における。，dの如くであ

る．cは右側で咬ませて左側より誘導したも

の，dは左側で咬ませて右側より誘導したもの

である．図に見る如く明らかに放電を認める．

而して，a，　bに比較すると明らかに振幅，放

電間隔共に小であった，

　2．針電極誘導

　咬合一丁を増せば，NMUの数が増してくる．

放電間隔も縮小してはくるが，スパイク高は必

ずしも増加しない（第4図a，b）．ブラウン管

オツシロ像の二等は60サイクルで約17msであ

る．

　一側で咬合せしめて，他側より誘導しても放

電が認められることは表面電極誘導の場合と少

しも変らない．而して，この場合においても右

側の：方が少い．

　Interval　diagram及びKT曲線を作製してみ

ると第5図（a，b）の如くであった．

　蠕歯がある場合にはその趣を異にした（第6

図）．即ち，右側の方がスパイク高，放電間隔

共に稀ヒ大であった．

　3．咀囎蓮動における咬合

　以上はすべて持続的な咬合であったが，当年

に際して我々は繰返し咬合を行うわけであるか

らその繰返しの欣況を調べた．即ち，普通食物

を咬む状態において検したものが第7図の如く

である．

　aは持続時間125ms，各群の放電間隔は325

msを示し，これを速度を速めると，　b，　c，…の

如くなり，メトロノームで調子をとり，これに

合せて咬合させて行くと乱れてくる，

　4．被働性咬合Passive　contra（比ion被働性咬

合によっては放電が認められなかった．

第3章　総括並びに考按

　咀囑筋の活動様式については，その研究必ず

しも少なくはない．しかしその多くは古典的で

ある．近時活動電流を利用する方法が行われ，

我国でも笏電図法により三浦1），河村2）諸氏等

により報告されている．我々は咬筋のみについ

て，その陛下を見ようとした．

　先ず，表面電極誘導では，咬合力とスパイク

高及び放電生干の聞には相関的関係が認められ

た．しかし，針電極誘導の場合には，スパイク

高についてはその関係必ずしも定かでない．こ

れは骨門門等の場合と同様針の位置にも関係し

ょう．而して，次に，一側め咬合に際して他側

にも放電を認めたがこれについては，最初は漫

然とMitbewegungであろうと考えた．即ち，

次の二通りの考え方であった．

　一側の筋が働けば，他側は顎の閉口運動によ

りpassiveな　contractionを起すのではないだ

ろうか．次は，紳経支配の関係であろうか．即

ち，我々は顎運動の四丁核として三叉紳経の蓮

動核しか知らなかった．しかし，時実博氏3）の

研究により顔面沸経の支配が，従来の知見より

遙かに広汎なcrossed　in1】ervatio1ユのあることが

筋電図学的に解明されたが，そのような関係に

あるのではないだろうか，の何れかであろうと

考えた．　　　’

　而して，先ず，顎をpassiveに閉口せしめた

ところ，咬筋反射以外には殆んど放電を認めな

かった，そこで何か左右の祠軽に交蓮があるの

であろうと考えるに至り，文献4）5）6）7）8）を徴

したところ，皮質性咀囎運動s）について知ると
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ころがあった．

　即ち，咀囑蓮動は幾多諸筋群が協調してその

目的に謡うような働きを営むものであって，開

口，閉口及び舌の蓮動などは個々には随意蓮動

であるが，咀囑という協調蓮動になるのは不随

意で，従って積分中枢より起り，反射が関与し

ながら続けられる蓮晃であるといわれている

が，その積分中枢は大脳皮質中心前回下部弁蓋

部，海馬回に続く瓢箪形の一定領域にあるとい

う．そして錐体外路系線維が下り，覗床内側核

でノイロンを換え，中脳雨曝体で更にノイロン

を変え，咀囑蓮動が内側性に起るのはこの辺り

であろうとの推測がなされているわけである

が，筋電図学的にもこの左右の交連のあること

は充分窺えた．これは，時実博氏3）により筋電

図学的に「顔面筋はその蚊さの程度に違いはあ

るが，すべて両側支配になっていて，前頭筋及

び鐵眉筋の所謂上部顔面筋は従来の見解のよう

に強い両側支配になっているが，その他の下部

顔面筋でもその程度は弱いが同様の両側支配に

なっている」ことを解明せられたのと同じ理由

によるであろうであろうとと考えられるのであ

る．

　しかし，片側咬合が他側に放電を認めるには

咬合圧に一定の限界があるようである．即ち我

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結

咬筋の筋電図について観察し，大要次の如き
結論を得た．

　（1）咬合力とスパイク放電との聞には，表
面電極誘尋では或程度の相関的関係が認められ

たが，針電極誘導では必ずしもそういう関係は
認められなかった，

　（2）片側咬合により他側にも牧縮によるス

パイク放電を認めた．左右三叉祠1経緯動核より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈

1）三浦：　日本生理誌，侶：47，1951，14：
177，1952・　　　2）河村等：医学と生物学，
26：118，1953．　　　3）時＝実i（博）：筋電図

その臨床的応用，92，1954・　　　　4）F。H．
Lewy：　：Handbuch　der　normalen　und　path（、lo－

gischen　：Physiolog：ie，　10　：92，　1927．　　　　　　5）

々の測定器による実験では1kg以内であった．

他の咀噛筋群め間にも夫々の限界があろうこと

は推測に難くない．

　次に，左右両側（aとb，cとd）を比較し

てわかるように，右側の方がスパイクの放電間

隔が一般に大きい．これは「出来るだけ条件を

同じくして，左右の同名筋について，そのスパ

イク放電数を比較すると，例えば上肢：では，所

謂「ききうで」の方が放電数が，同一負荷に対

しては低値を示すのが普通である」9）というこ

とと一致して，これらの例では何れも右が利き

歯であったことと符節を合し，興味ある所見と

いえよう．しかるに，蠕歯があると必ずしもそ

うは行かない（第5図の例）．

　咀囑蓮動的に咬合蓮動を繰返して行わせる

と，普通の速度では第7図の如くであるが，こ

れをメトロノームに合せて咬合せ速度を早めて

来ると調子が乱れてくるが，これは疲労の判定

の一・i資料となり得よう．

　以上，咬筋について，X線上に陰影濃度差を

生ずる咬合力の境界を求めようとするに当っ

て，咬筋々電図との関係を知ろうとしたが，後

者のみについて検したところを報告して絡りと

する．

　論
・高位に交連があるものと考えられる．

　（3）片側咬合で他側にスパイク放電を認め
るのには咬合圧に限界がある．即ち，我々の測
定器と：方法とでは1kg以内のようであった．

　（4）利き歯側の放電はその数が少なかった．

　糊筆に当り恩師牛松教授の御校閲並びに秋元教授
（本学精罪科），時実助敬授（東大生理γの御援助を深
謝す．

献

H．Spatz　：　Ibid，10　：402，1927．　　　　　　6）

HBIunrschli＆R．　Winkel　21bid，3：
295，　1927・　　　　　　7）　Bunke　：　H：andbuch　der

Neurologie，3・216・　　8）林＝大脳生理
学，1943，生理学講座，10：43，1951．　　9）
天児等：筋電図その臨床的応用，239，1954・
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小林，坂下，飯森，平木論文附圖　　（6）
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